
学 会 記 事

ASA+Tpd group(n- 9)

ADP Colt A･A ADP Colt A･A

【まとめ】今回の検討において抗血小板剤投与時の血

小板凝集能は,いずれも各薬剤の作用槻序に相応 し有意

な低下が認められた曲当院における抗血小板剤増減の目

安としては,アスピリン投与時をこは,コラ-ゲソ凝集を

30--50%に抑制,チ ウロピジン投与時には ADP凝集

を40%前後に抑制することを日原にLている.また今回

出血簡剛 豊-例も認めなかったが,抗血小板剤投与時の

血小板擬勢能検査で,どの凝集をどの程度抑制すれば臨

床的な歯周性が高いのかは必ずしも明らかでなく,今後

さらに検討を続けていきたいと思う.

2)抗 血 小板療 法
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Ⅲ. 特 別 講 演
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第25回新 潟血栓止血研究 会

日 時 平成5年6月5Ll上土二)

午後3時--;6時

場 所 長岡商工会議所

Ⅰ. 一 般 演 題

1)C型慢性肝疾患における PA lgG の測定
の意義

早津 邦広･石塚 養成
櫓木 浄-･畠山 盈離

網 藁三潤 部 将 漕 欝県立車乗病院)

21脳塞栓症における TAT の経時的測定の意

義

･-T' 言 :∴ 十 守 1:i;E∴::I.L､･1トー ト･･

纂蒜米華鷺 増 河 崇志 ∈霊神鼠 ㌔ 院)

3)脳血栓症 お よび脳 出血症例の凝血学的プロ
ブ イ-ル

関 義信 ･高橋 芳右
高桑 悦子 ･和田 研
柴円 昭

小 AC バイパス術後に発生 した ARDSに対
し.8日間のV-VECM()を行い,離脱
させた症例
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51弁膜症術後の抗血小板剤を併用した抗凝血

噂法の長期遠隔成績

柿 純 一･中沢 聡
小熊 文昭 ･江口 昭治 (新潟大学第二外科)

1980年 1月かllT)1992年12円までに SJh,1弁による僧

帽弁置換術を受けた195例を対象とし,｢7-77りン単

独群 (n-125)とr7---77))ン+抗血小板剤群 い 1-70)

とで生存率と合併症回避率を比較検討した.術後10年で

の生存率,脳合併症回避率.全合併症回避率は.単独群
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ではそれぞれ90.6±3.1%~,84.7±3.7%,68.7±4.7%

であったが,併用群ではそれぞれ98.3±1.79/6'.95.0±

3.69,6J,88.2±4.89/6̀と併用群で有意に高値であった.

これらの成績から.弁置換後の抗血小板剤を併用した

抗凝血療法は,多少の煩わしさを伴うものの,生命予後

の改善.脳合併症,心筋梗塞,心弁関連死亡などを含め

た重篤な合併症を減少させる点で極めて有用と考えられ

る.

Ⅱ. ワークショップ

｢抗血′ト板療法をめ ぐって｣

1)脳梗塞急性期の血小板機能の変動

･＼･:.L･ .lT:AI:.･L.. fl:.:.･'.二章 :.:.;-'･

2)当院における脳梗塞患者に対する抗血小板

療法
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Ⅲ . 特 別 講 演
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東海大学第五内科教授

篠 原 華 人先生

第26回新潟血栓止血研 究 会

日 時 平成5年10月2仁](土)

午後3時-6時

場 所 ホテルアクアピア新潟

4F ロワー′し･

Ⅰ. 一 般 演 題

1)腎疾患における血小板凝集能の検討

山口 征吾 ･丸山雄一一郎
佐藤健比呂･永井 孝一
阿部 惇 ･村川 英三 漕 雷県立中綿 院∋

【臼的】腎疾患と血小板凝集能の関係iこついて検討し

た.【対象】平成元ifL･かこ､)3年までに腎生検と血′卜板凝

集能榛東を施行されている61例.【方法】コラーL,!ン,Aロp,
エビネ~7りン.りスト七千ン添加による血小板凝集能を

測定 し.妊娠ヰ一番症5例,IgA 腎症16例,h･心norabnor-

malities16例, メサンギウム増殖性腎炎12例と正常人

とで比較検討した.【結果】 I+トンギ｢H､増殖性腎炎で

有意な凝集能の先進を認めた.妊娠中毒症では先進傾向

を認めた.自然凝集を認めた3例では腎生検にて複合的

な腎疾患の健をとっていたが予後との関係は明瞭ではな

かっ六二.

21発熱,意識障害を伴い,抗血′｣＼糖剤が著効

を奏 した血小板減少症の 1例

-血栓性血小板減少性紫斑病と考えてよ
いか-
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漕 霊謂 病院)

真田 雅好 ( 閣 血液科)

64歳の男性.入院1週間前より38℃の発熱あり,前日

よil意識障害も出現し入院.入院時意識しべ′Lは晴眼傾

向で,心肺腹部所見に異常なく.左片麻噂を認め,看取

炎症所見 貧血なく,血小板が5万と減少していた.蛋

白尿,血尿あり.BUN.Cr.は軽度上昇.

固線溶糸では Am の延長と.′I､Al∴ PICの増加

を認めた.FI)P,Fibrinogenは正常で,′､ブトゲロビ

ンも正常.骨髄穿刺では赤芽球系が軽度低形成.髄液所

見に異常なく,頭部 CT 上異常所見なかった.TTP

の初期の可能性もあり,入院初日よりチャロピジン 300

mgの投与を開始した.第4日より徐々に血小板も上昇


